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743 A δpergilius　nidulans の 菌糸分岐に おけるア ミノ 酸の 役割に つ い て

（阪市大院 ・理 ・生体低分 y−）○木 曽鉄生 、 藤田憲
一

、 谷 口　誠

ζ目的〕糸状菌の 形態形成に は様々 なタン パ ク質が 関与 して い る 。 細胞壁 合成 酵素 は

勿論 の こ と、 ア クチ ン や微小管 の よ うな細胞骨格や シグ ナ ル 経路に 関わ るタ ン パ ク 質

も重要で ある。 我々 は 、 形態形成 に 関わる新た な因子 を 同定す るにあた っ て ．Aspergiilus
nidUlmes の 菌 糸 に 異 常 な分 岐 を誘 導 す る 物 質 の 検 索を 行 っ た 。 そ の 結 果 、

　 L−2
，
5−

Dihydrophenylalanine（DHPA ）や Fluorophenylalanine（FPA ）丶 そ して AT−Carbobenzoxy−L−

ph ¢ nylalanino 　chloromethyl 　ketone（ZPCK ）な どの フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン類纏 伏 レ 耳 rハ 士 ら な

活性 を見 い だ した 。 そ こ で 今 回 、 我 々は フ ェ ニ ル ア ラニ ン と菌糸の 形態異常 との 関係
に つ い て調 べ た 。

【方法及 び 結果 】DHIPA お よび FPA は betza，TubUlin の 変異株 （benA ）に おい て は非感

受性 とな る 。 benA、の 変異株 を用 い て 、フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン類縁体が 誘導する 菌糸分岐へ

の 影響 を調 べ た 。 その 結 果 、 DIIPA および FPA な どが 誘導す る形態異 常 は抑 制 され た

。 また 42℃ で mitosis 　arrest す る株 benA33 にお い て は 、
　 ZPCK を含む上記 フ ェ ニ ル ア

ラ ニ ン類縁体 を添加す る こ とで arrcst が 解除され た 。 本変異株 におけ る mit ・眺 跚 est の

原 因 と して benA 変異に起 因する tubul ／in の 過重合が 関係 して い るの で はな い か と報告
されて い る 。 従 っ て 、 フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン類縁体が 誘導す る形態の 変化は 、 tubulill の 脱
重合に なん らか の 影響が及ん だ結果 、 生 じたの で はない か と予測 した。
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【目的】ア ニ ス をは じめ とす る植物よ り抽出され る油状成分 で あ る トラ ン ス ・ア

ネ トー
ル （anethole ）は独特 の 芳香を放ち 、 甘味料 ・保存料 と して 広 く食 品に添加

さ れ て い る 。 anethole には ヒ トに 対 して エ ス トロ ゲ ン様作用 、抗痙攣作用 を示 すな

どの 生理活性が報 告 されて い る 。

一
方 、 anethole は微生物 に対 して幅広 く抗菌作用

を示 すが 、 そ の 作 用機 作 に 関 す る詳細 な報 告 はほ とん ど見 あ た らな い 。 本 研究 室

に お い て anethole の パ ン酵母 Sacchat・myces 　cerevisiae に対 す る作 用 を調 べ た とこ ろ 、

興 味深 い こ とに 本化 合物は 通 気状態で は 弱 い 生育阻害作用 しか 示 さ ず 、 嫌気状 態
に おい て は殺 菌作 用 を示す こ とがわか っ た 。 本研 究は、 anetholc が発酵に 関す る機
能 に 影響す る と仮定 し 、 そ の 酵母 に対 す る作 用 を明 らか にす る こ とを 目的 とする 。

【方法お よび 結果 lS．　 cerevisiae 　ArCC 　7754 株 を用 い 、 静置培 養 に て 以 下の 実験 を

行 っ た 。 anethole 存 在下 で 培養 した 酵母細胞 を破砕 し、 無細胞抽出液 を得 た 。 そ の

抽 出液 にお け る alcohol 　dehydrogenase（ADH ）活性 を測 定 した とこ ろ、本酵素 の 活

性 は anethole 非 存在 ドに 比べ て か な り上昇 して い た 。 ま た、　 DCFH −DA 法 に よ り細
胞 レ ベ ル にお け る活性酸素種 （ROS ）を測定 した結 果 、　 anethole の 存在下 で ROS の

産生が確 認 された 。 抗酸化剤 α 一トコ フ ェ ロ ール の 添加 は 、 鼠netholc が 誘 導す る ROS
の 産生 を抑制 し 、 加 えて 、 酵 母の 生 育も回復 させ た 。 Ros 産生 の 誘導 と殺 菌効 果
の 間には 明 らか な相関が 見 られ た が 、 ADH 活性化 との 関連は 現在検討 中で あ る 。
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